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研究成果の概要（和文）：日本、韓国、シンガポール、タイの大学生及び高齢者を対象に社会調査を実施した。
大学生には高齢者イメージに関するアンケート調査、高齢者についてはアクティブエイジング活動に関するイン
タビュー調査を行った。
4地域に共通する調査結果として、大学生の場合、高齢者との同居や世話経験が高齢者イメージに影響している
ことが確認できた。高齢者インタビューでは、生涯を通して学び、活動しようとする強い意欲がアクティブエイ
ジングの土台となっていることが観察できた。一方、宗教や長寿文化による地域的特徴もみられた。
研究成果は、学会発表及び報告書の作成、研究代表者のHPにおいて公開している。

研究成果の概要（英文）：This social survey was conducted on university students and elderly people 
in four countries that are Japan, Korea, Singapore, and Thailand. The survey was conducted with a 
questionnaire on the image of elderly people for university students, and an interview about active 
aging activities of theirselves of the elderly people.
 As a result of the survey we found that there are common feature to the four regions. It is that 
living together experience and caring experience with elderly and the caring experience affect the 
image of the elderly. In interviews with elderly people, we found two characteristics. First, the 
elderly have a strong desire to learn and act throughout life that was the basis of active aging. 
Second, there are regional characteristics about religions and longevity culture. Research results 
are published in the conference and a report, and on the PI's website.

研究分野： 地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、多地域（日本、韓国、シンガポール、タイ）の多世代（大学生と高齢者）、そして多領域の研究者
（看護、社会福祉、情報リテラシー、地域学など）の協働による国際協働研究である。高齢化社会の課題解決に
向けては社会的統合、多主体連携による協調が重要である。多様な角度から高齢社会認識、実態に注目した本研
究成果は高齢社会課題解決の基礎資料として活用できると考える。
本研究の4地域を筆頭にアジアでは人口高齢化が急速に進展しており、高齢社会課題はアジア地域共通の懸案課
題といえる。本研究成果は類似した文化背景、高齢化状況を土台にもつ高齢社会アジアでの協働関係、新たな交
流関係構築への基礎資料として活用されたい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

現代社会を読み解くキーワードとして「グローバル化」「情報化」「高齢化」が注目されてい

る。「グローバル化」と「情報化」の有機的な関係がわかりやすい一方で「高齢化」は両者と対

極的な位置関係で語られることが少なくない。新時代創生の希望的観点から言及されることの

多い前者に対し、後者は社会的負担増・世代間対立など否定的な側面が注目されやすいことが

背景にある。ほとんどの人が超高齢社会を生きる当事者となることは間違いなく、高齢社会の

肯定的な側面の見える化を具体的に進めていく必要がある。 

アジア諸国間の関係に目を転じると、歴史や経済的な関係に比重が置かれる傾向がある。そ

こで暮らしている人々の考え、背景にある社会文化的状況などに関心を持ち相互理解を深める

機会は意外と多くない。一方、超高齢社会の到来はアジアの国々が直面する共通の課題とされ

ており、関係諸国間の協調的関係の構築が必然となる。類似した高齢化過程を経て、先に超高

齢社会に突入している日本の経験知への期待も大きい。各地域の高齢社会状況と背景要因につ

いて理解し、地域間連携に取組むためには、それぞれの長寿文化に関する関心と合わせて関連

コンテンツへのアクセス度を一層高めていくことが求められる。 

 

２．研究の目的 

本研究課題「アジア連携型長寿社会基盤構築に関する実証的研究：ICT を活用した広域多主

体協働」ではアジアの特長を生かした地域間連携、多様な主体による肯定的な長寿社会像の定

着につながる基盤整備を目的とする。そのため、アジアの中でも高齢化が急速に進展している

日本、韓国、シンガポール、タイの高齢化状況を理解するとともに、4地域の多様な領域の人々

の高齢社会に関する意識、世代間連携基盤などについての調査、成果発信に取り組む。このこ

とで、各地域の長寿文化、高齢社会状況の見える化を進めていく。 

 

３．研究の方法 

日本、韓国、タイ、シンガポールにおける大学生の高齢者イメージに関する質問紙調査、社

会参加活動をしている高齢者を中心にインタビュー調査を実施した。大学生や高齢者、そして

多様な領域の研究者からの研究協力を得て、高齢社会への多様な意識と実践のあり方を探り、

結果的に社会的連携の基礎作りを試みた。各地域の高齢化状況に関する理解を深めるために、

研究代表者のホームページに「AA 語り場」を立ち上げ研究成果を公開し、アクセスしやすいよ

うに工夫した。成果報告書『Lively Aging アジアの粋・生きエイジング』（一部、日・韓・英

多言語対応）を発行し、研究成果の社会還元を図っている。 

 

４．研究成果 

日本、韓国、シンガポール、そしてタイの大学生を対象に高齢者イメージ及びその背景に関

する質問紙調査を実施した。4 地域に共通する調査結果として、大学生の場合、高齢者との同

居や世話経験が高齢者イメージに影響していることが観察された。日本、韓国、シンガポール

の高齢者を対象とするインタビュー調査ではアクティブ・エイジング活動に関する意識及び実

態、世代間関係についての調査を行った。いずれの地域においても生涯学習への意欲と、簡単

に取組むことのできる活動環境の整備が持続的なアクティブ・エイジングを土台となっている。

地域的な特徴として、韓国、シンガポール、そしてタイにおいては高齢者と大学生の交流、長

寿文化と関連して宗教の影響がうかがえた。さらに高齢者のイメージ及び自身の高齢期の姿に



ついては報道や祖父母の影響が 4地域共通してみられる一方、韓国では映像作品への関心と影

響が相対的に強く観察された。高齢化社会に関する映像作品と世代間連携の関係について、今

後の研究課題としたい。 

本研究は、多地域（日本、韓国、シンガポール、タイ）の多世代（大学生と高齢者）、そして

多領域の研究者（看護、社会福祉、情報リテラシー、地域学など）の協働による国際協働研究

として取組まれた。高齢化社会の課題解決に向けては社会的統合、多主体連携による協調が重

要とされている。本研究の 4地域を筆頭にアジアでは人口高齢化が急速に進展している。本研

究データは、高齢社会課題への国際協調を通してアジアでの発展的な交流関係を目指す際の基

礎資料の一つとして成果還元できると考える。 
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